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要約 ：本校特別支援学級では，知的障害のある生徒の社会的・職業的自立を目指した生活力を育成するため，従来の作業学習

等を見直し，教科「キャリアマネジメントJを立ち上げ教育実践を行っている。本研究では 「食品加工jの実践を取り上げ，生

徒の言動や記述を分析し，評価の観点と基礎的・汎用的能力をもとに作成した評価規準に基づいて評価することによって生徒の

変容を見取り，授業実践や指導の効果およひ課題を明らかにすることを目的とした。その結果，生徒の言動や記述から自己肯定

感の高まりが見られた。また，他の単元との関連や生徒の発達段階等を考慮して，指導の重点の明確化を図っていくことが今後

の課題として挙げられた。
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I.はじめに

特別支援教育においては全教育活動を通じてキャリ

ア教育の視点を踏まえた実践の充実が求められている。

特に中等教育段階では，職業教育，進路指導の充実を

図ることが求められている。そのような中，後期中等

教育段階では，特別支援学校等における作業学習や進

路学習の指導の充実・改善が図られ，卒業後の就労率

も上昇しつつある。しかし，一方で就労が持続せず離

職するケースも多い現状がある。離職の原因は作業能

力ではなく，その多くは職場での人間関係とされる。

そのための対策には，働くということの基礎的な部分

となる動機づけからの指導が必要となる。しかし，後

期中等教育3年間においては，職場見学や職場実習等，

具体的に就労に直結する指導が中心になり，そのよう

な指導に時間的な余裕のない現状がある。本学級生徒

の多くは特別支援学校に進学し，卒業後は就労を希望

している。中学校卒業後の進路を見据え，将来の就労

をより充実したものにするために，中学校段階で自己

肯定感や自尊感情を育む取り組みを進め，働くとはど

ういうことかといった勤労観・職業観の土台を築いて

いくことは重要であると考える。

n.研賓の目的と方法

1 目的

本校特別支援学級では，昨年度より従来の作業学習

を見直し，指導内容を拡充した新教科「キャリアマネ

ジメント」を開設し，授業実践を開始した。本研究で

は「キャリアマネジメントJの学習内容の一つである
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「食品加工Jの授業実践を取り上げ，その指導の効果

や課題を明らかにするとともに，カリキュラムの開発・

検討のための基礎的知見を得ることを目的とする。

2 教科「キャPアマネジメントJの構成と

「食品加工』について

キャリアマネジメントは知的障害特別支援学校中学

部の教科である「職業・家庭Jの内容にライフキャリ

アの視点から新たな内容を付加した教科である。生涯

にわたって社会参加に意欲を持てるようにするととも

に，適切な自己の把握を通して，社会生活および職業

生活・家庭生活に必要な基礎的な知識・技能と態度の

習得を図り，実践的な態度を育てることを目標として

いる。具体的には「社会生活に必要なスキノレJ，「就労

への意欲J，「自己有用感・自己効力感等の内発的な意

欲J，「自己の理解と把握による評価力J， 「課題遂行

力Jといった資質や能力の育成を目指している。

学習内容については， 「職業に関する内容」 「社会

生活に関する内容」 「家庭に関する内容Jの3つの分

野から構成されている。「職業に関する内容」のうち，

作業活動を行いながら働くことについて学習する単元

に「私たちの東雲コーポレーションJがある。その学

習の時間は，生徒は「東雲コーポレーションJという

会社組織の一員であるという位置づけのもと活動する。

活動内容は，本校の施設・設備や生徒の興味関心を踏

まえ， 「食品加工J 「クラフトJ f情報・サービスj

の3つを設定しており，それぞれ販売を目指して製品



作りを行う。この3つの活動を生徒は学年縦割りのグ

ノレープに分かれて行う。グループは学期（3学期制）

ごとにローテーションし，生徒は 1年間で3つの活動

を体験することになる。

1回の授業は，隔週で1時間目から4時間目までの

連続授業を基本として行った。 1時間目の始まりは全

体で集まり，本日の目標や活動内容を確認し， 4時間

自の終わりは再度全体で集まり，本日の目標の達成状

況や成果，課題を共有するようにした。

3.研究方法

( 1）対象生徒と研究期間

本校特別支援学級（知的障害学級）は各学年6名，

合計 18名の生徒が在籍している。本研究では平成 26

年度2学期（9月～12月）に「食品加工Jを学習した

生徒6名（ 1学年男子1名，女子1名， 2学年男子2

名， 3学年男子l名，女子1名）を研究対象とし，そ

の授業実践期間を研究期間とする。

また，対象生徒は重度から軽度の知的障害を有して

おり，自閉的傾向やダウン症を併せもつ生徒もいる。

言葉でのコミュニケーションや指示理解ができる生徒

から，言葉の意味理解が難しい生徒，発語が困難な生

徒がおり，学習面，生活面ともに実態は幅広い。

(2）研究方法

毎回の授業では振り返りの時間を設け，評価表に自

己評価や他者言刊面，集団としての評価を記入させ，そ

れをグループ内外で、共有させている。活動中の生徒の

言動を観察・記録することや，評価表の記述を分析・

考察すること，さらには生徒へのアンケートを実施し

分析することによって，授業実践や指導の効果，課題

を明らかにする。

m.授業実践

1 指導目標

単元「私たちの東雲コーポレーション」の指導目標

として次の3つを設定した。

( 1）相手を意識して製品を考え，意見を発表したり，

実際に作ったり，比較したりすることを通して合意形

成することができる。

(2）活動の目的に沿って，指示や手順を理解し，最

後まで作業に集中して取り組むことができる。
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( 3）相手を意識した行動やコミュニケーションをと

ることができる。

なお，上級生はリーダーとしての意識を持たせるよ

うに，下級生はフォロワーとして集団を支えるという

意識を持たせるように，学年進行を意識した指導を行

った。

2 単元構成

単元名「私たちの東雲コーポレーションJ

( 1）今学期の計画立案……....・ H ・－…4時間× 1回

(2）商品開発…・…...・ H ・－……...・ H ・4時間× 3回

( 3）販売準備と接客練習・……・・……4時間× 1回

(4）商品作り（ 1回目）…ー… H ・H ・－…4時間× 1回

(5）第1回東雲ショップ..........・ H ・・1時間

(6）販売の振り返りと販売準備…・・4時間× 1回

( 7)商品作り（2回目）・…………・・4時間× 1回

(8）第2回東雲ショップー H ・H ・－－… 1時間

( 9）今学期の振り返り....・ H ・－……… 1時間

（全35時間）

3 授業づくりの視点

授業を行うに当たって，次の視点を盛り込んだ。

( 1）将来の生活をイメージし，働くということや働

くことの意義色体験を通して学ぶ。

(2）自分のためではなく，他者を意識して食品加工

を行う。

(3）販売を目指した商品開発を行う。

(4）生徒の活動にPDCAサイクノレを取り入れる。

(5）学年縦割りの異年齢集団であることを活かす。

(6）生徒一人ひとりが役割を担い協働するなかで，

自己肯定感を高める。

( 7）適切な音判面ができるよう，生徒による自己評価

と他者評価，集団としての評価を繰り返し行う。

4 学習評価

指導目標を踏まえ，評価の4観報「関心・官欲・態

度J「思考・表現・判断」 「技能j 「知識・理解Jと，

キャリア教育における基礎的・汎用的能力「人間関係

形成・社会形成能力J「自己理解・自己管理能力」「課

題対応能力J 「キャリアプランニング、能力Jの4つの

能力を組み合わせて，次の表1のような観点別の評価

規準を設定した。



表 1 f食品加工」における観点別の評価規準
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－額支 －表現
技能 知識 ・理解
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しようとし
判断できて して取り組 課題に取り
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いる。 むことがで 組むことが

きる。 わかる。

苦手な活動 自他の言動
作業に応じ アンケート

にも意欲を が適正であ
た用具を適 結果等から，

持って取り ったかを正
切に扱った どのように

組もうとし しく相面し
り，工夫した 改善したら

ている ている。
りすること よし、かがわ

ができる。 方通る。

ン キ 計画を立て， どのように
ニヤ 新子してい したらうま

目標に応じ 課題の意味
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くことに意 くしてかを
て計画を立 や自他の役

欲を持って 考えること
てることが 割を理解し

し、る。 ができる。
できる。 ている。

5 授業の実際

単元構成に基づいて授業の概略を述べる。

( 1）今学期の計画立案

まず，グループ内でリーダーとサブリーダーを選出

した。どのグループも3年生もしくは2年生から選出

することにしている。今回，食品加工グル｝プは， 3

年生2名ともこれまでにリーダーを経験していること

もあり， 2年生2名がリーダー，サブリ｝ダーに立候

補し選出された。

次に，リーダー主導のもと，今学期の目標を決めた

り，活動計画を立てたり，どのような商品を開発する

かを話し合ったりした。目標は「安全に気をつけるJ

「協力し合って良い商品を創るjの2つに決まった。

その後，どんな商品が販売にふさわしいかを検討した。

2回ある東雲ショップ （販売）はどちらも販売対象の

ほとんどが大人で，昼食をとった後に販売することに

なる。製菓や調理関係の書籍を見て意見を出し合った

結果，食後のデザートとして提供すれば喜んでもらえ

るだろうと予想し，抹茶カップケーキを商品開発して

いくことに決まった。そして， 2回の販売の時期が決

まっており，それに基づいて活動計画は立てていった。

また，食品加工では，衛生的に食材や器具を扱うこ

とが大前提であるので，衛生面の意識を高める学習を

行った。手洗いの方法や作業着等の着用や洗濯につい

ては実際にやってみて体験を通して学習した。

127 

(2）商品開発

リーダーは活動日の前日までに担当教員と活動内容

等について打ち合わせをすることになっている。そし

て，活動日はまず3グループ全員で集まってミーティ

ングを行い，各グループのリーダーが本日の目標の確

認，及び活動内容の全員への伝達を行う。その後グル

ープに分かれて，再度本時の目標や細かい活動内容を

確認する。また，食品加工グループは昼休憩に出すお

茶の準備や作業着の狗喜とし、った活動も行うので，担

当の確認も行う。ローテーションで2名の担当を決め，

担当者は責任を持って最後まで、ゃるようお互い声かけ

し協力しながら行う。

商品については試作品を作り，グ、ループのメンバー

や，他のグループの生徒，教職員に試食してもらいア

ンケートを取る。それを集計したもの（図1）をもと

に商品開発会議を行い，改良を重ねていく。例えば，

黒豆やチョコチップをトッピングしてみてはどうかと

のアイデアをもとに試作し検討したり， 砂糖の量を加

減したり，はちみつや練乳を加える工夫をしたりした。

1個のケ｝キの重量やケース等についても検討を行い，

話し合って決めていった。
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図 1 アンケートの集計結果

作業工程については役割を固定せず，いろいろな工

程を経験できるようにした。各自が自分の担当する工

程について責任を持ってこなすことで仕上がるよ うに

した。

授業の最後の振り返りの時間は，まず，各自が評価

表（図 2）にもとづいて本日の自分の活動を振り返り，

次に， グ、ノレープの仲間の良かったところや，直してほ

しいところ等を出し合い， 集団として協力して作業が



できたか，グループ目標や個人目標はどうだったかを

評価した。この評価をもとに，次回の目標を話し合っ

て決めた。

以上の一連の活動を， リーダーとサブリーダーが主

導して進めていった。

' J晶 91Ji・
今手唾副知福

ーー ．， 
さ叫しぞ ・℃弓少し・..，皮え

図2 評価表

( 3）販売準備と接客練習

商品（図3）は「東雲オリジナノレ抹茶黒豆ケーキ」

という名称で，時間や施設・設備を考慮して 120個作

り， 1個 100円で販売することに決めた。また， 「東

雲ショップJの看板を作り，販売に向けて気持を高め

ていった。

図3 開発した商品

「東雲オリジナル抹茶黒豆ケーキ」

接客練習については， 9月にキャリアマネジメント

の授業で工場見学に行き，実際に製品が作られている

様子や働いている人の様子，販売，接客等について見

学している。そこで，そのことを思い出し，何が大切

か，適切なコミュニケーションはどのようなものかを

確認しながら行った。また，ローノレプレイで想定され

る質問に答える練習等も行った。
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(4）商品作り（ 1回目）

「不良品を出さないJという目標のもと，注意をし

ながら丁寧に作業を行った。それでも，オープンに入

れる際，となりのケースと押し合って形が悪くなって

しまったものや，オ」プンから出す際，ミトンが当た

ってつぶれてしまったもの等商品として出せないもの

がいくつか出て，商品として出せるものは 111個にな

った。商品開発の段階ではなかった失敗が今回あり，

次回の商品作りに向けてよい教訓を得ることができた。

(5）第1回東雲ショップ

本校の教育研究会（ll月22日）の昼休憩に行った。

販売対象は研究会に参加した他校の教職員である。3

グ、ループの生徒が均等に2名ずつおり，商品説明に対

応できることから，学年ごとに販売時間を区切って行

った。チラシの配布，商品の説明，会計の担当に分か

れ，一人ひとりの生徒が役割を持つようにした。初対

面の人を前に緊張して， rv、らっしゃいませjや「あ

りがとうございましたjの言葉が言えなかったり，声

が小さかったりしたが，徐々に声が出せるようになっ

ていった。完売することができ，アンケ｝トにも多く

の方に協力して頂いた。

(6）販売の振り返りと販売準備

第1回東雲ショップの時に回収したアンケートの集

計結果をもとに振り返りを行った。完売したことや，

アンケートに「おいしかった」のコメントが多かった

ことが，生徒にとって大きな励みと自信になり，次回

の販売への意欲につながった。

次回も同数の商品を作ることを確認し，次回の商品

作りに向けて粉の計量等準備を行った。

( 7)商品作り（2回目）

1回目の商品作りでの反省をもとに，今回も「不良

品を出さなし、」という目標を立て，気をつけることを

確認して商品作りを行った。今回の作業は食材やオー

プンの温度管理に苦戦し，時間がかかってしまったり，

トッピングの黒豆がオープンで焼く過程で生地に埋ま

ってしまうものが出たりした。これまでに経験しなか

った困難に出遭ったが，全員が最後まで協力して全て

の工程をこなし，前回よりも少ないが， 106個の商品

を作った。



(8）第2回東雲ショップ

東雲交流発表会（12月 15日）の昼休憩に行った。

東雲小・中学校の特別支援学級児童生徒と青年学級生

（卒業生），保護者，教職員が集まる会で，毎年 200

名以上の参加がある。販売対象は保護者と青年学級生

である。第1回東雲ショップの時と同様に，学年ごと

に販売を担当した。今回は，自分たちが作った商品を

保護者や昨年まで一緒に活動してきた卒業生に買って

もらうことを楽しみにしている生徒も多く，第1回東

雲ショップの時よりもリラックスして販売していた。

今回は売れ残りが出るのではないかと生徒は心配して

いたが完売となり，生徒たちは大変喜んだ。

( 9）今学期の振り返り

2学期の活動を，アンケートに記入したり感想や意

見を出し合ったりすることで振り返った。毎回の活動

で評価を繰り返すことによって，より的確な評価がで

きるようになった生徒が増えた。

IV.結果

1 生徒の記述や言動から

生徒の記述や言動をもとに，様子や変容をまとめた。

・生徒A ( 1年生男子）

試作品アンケートに自分の意見を細かく記入し，商

品の改良に意欲的に取り組んだ。回数を重ねるごとに，

商品に対してより厳しく評価できるようになっていっ

た。また，学校生活全般において自信のない言動が多

く見られるが，他の生徒からきちんと手順通りに行う

手洗いや食材の正確な計量を賞賛されることで，自信

を持って活動したり発言したりできるようになってい

った。

。生徒B (1年生女子）

知的障害と自閉症を併せ持つ。事前準備や物の管理

が難しく，家庭との連携が欠かせなかった。

初めの頃は作業が終わっていなくても集団を離れ，

椅子に座って休憩することがあったが，周囲からの声

かけや本人が見通しを持つことで，集団活動への参加

意欲が高まっていった。協働したい気持を，協働した

い人や指示を出してくれそうな人のそばに行くといっ

た行動で示し，協働できたときは笑顔が多く見られた。

また，指示の理解ができないときときは「何？Jと聞

き返すことができた。
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4・生徒c(2年生男子・サプリーダ｝）

サブリーダーとして，リーダーを支えていこうと主

体的に行動することができた。また，先輩として生徒

Bを常に気遣いサポ｝トを行った。

細かい作業が苦手で調理の過程で上手くし、かないこ

ともあったが，器具の洗浄や後片付けを積極的に引き

受ける本生徒の姿は，周囲の生徒の最後まで協力して

やるという意識を高めることにつながった。

4・生徒D (2年生男子・リーダー）

物事を忘れやすく，リーダーとして模範的な態度を

示すまでには至らなかったが，持ち前の明るさと前向

きな姿勢で，話し合いや全体ミーティングではリーダ

ーシップを発揮することができた。

。生徒E (3年生男子）

知的障害と自閉症を併せ持つ。商品開発の意見を出

す等，プランニングや思考・判断するのは難しいが，

自分の役割は責任を持って最後までやりとげ，仕事に

臨む態度としての模範を後輩たちに示した。

.生徒F (3年生女子）

知的障害とダウン症を併せ持つ。強度肥満もあり，

他の授業では姿勢保持も困難な様子や苦手意識から参

加を渋る様子が見られるが，本授業への意欲は高く，

予定を家族に伝えて事前準備を忘品ることなくきちん

と行った。お菓子作りを家庭でも行っており，器具を

扱う手つきは他の生徒が賞賛するほどであった。立っ

たままでの長時間の作業も最後までやり通した。授業

後の自己評価も高く，自己肯定感の高まりが見られた。

2 生徒の自己評価から

単元終了時に生徒へのアンケートを実施した。食品

加工の授業を通して自分がどのように変化したと思う

かを， 4件法で回答したものを次の表2にまとめた。

「とてもそう思うJという回答が多く，自分は「でき

たJ「がんばったJという気持が強く，自己肯定感の高

まりが見られた。

なお，アンケートに回答することが難しい生徒Bに

ついては教員と相談しながら記入した。生徒Bが自ら

行動しようとするような支援の工夫が課題である。



教員による本単沼こおける生徒錫平価

A B c D E F 

4 価評 サー

警の 年男 i プ日i年望一 雲 主
子 ダ

関［..意文・態度 。 。 。 。 。 。

続半世ト表現 。 ム 。 。 。 。

技能 。 ム 。 。 。 。

長暗・理惇 。 ム 。 。 。 。

自自
田［.・貢献・餓度 。 ム 。 。 。 。

管己 己 思停判肝表現 。 ム 。 。 。 。

喜力霊 技能 。 。 。 。 。 。

長時・理解 。 。 。 。 。 。

題課
賞y聾歓・蝕度 。 。 。 。 。 。

廟哨Eト表現 。 ム 。 。 。 。

雇対力 技能 。 ム ム 。 。 。

女蔽・覇軍 。 ム 。 。 。 ム

関〉想主・程度 。 。 。 。 。 。

揖噌首ト表現 。 ム ム 。 ム ム

技能 。 ム ム 。 ム ム

匁裁・着手 。 ム 。 。 。 。

表3生徒による自己評価

基礎的 ・汎用的能力に A B c D E F 

関する質問
サー1～3人開蜘獄・佐舗能力
プー

年子男 年女子
4吋自己理解・自己管理能力 年男

年女子 ダリ） 年子男7, 8課題対芯能力 子
9, 10キャリアプランング能力

あいさつや返事，丁寧な百
。 。 。 。 。 。1 葉遣いができたか

仲間の良いところに目を向
。 。 。 。 。 。

2 けることができたか

メンバーと協力して作業す
。 。 。 。 。 。

3 ることができたか

自分から行動するようにな
。 ム 。 。 。 。4 ったか

立ったまま時現いっぱい仕事
。 。 。 。 。 。

5 を続けることができたか

自分の良いところに気づく
。 。 。 。 。 。

6 ことができたか

前日までの準備や時間を見
。 ム 。 。 。 。

7 ての行動ができたか

難しいことがあってもあき
。 。 。 。 。 。

8 らめずに挑戦したか

将来の職業生活に役に立つ
。 。 。 。 。 。

9 と思うか

学ぶカや考えるカがついた 。 。 。 。 。 。
10 と思うか

0まあまあそう思う
×まったくそう恩わない

表2

。とてもそう思う
ムあまりそう思わない

ム支援が必要0達成しつつある

争.... 

＠達成した

河
印
叩
mw
却
却
叩

0

敏員の評価から

評価の4観点と基礎的 ・汎用的能力の4能力を組み

合わせた観点別評価規準（表1）にもとづいて3段階

で評価を行った（表3）。また，全体的な傾向を見る

ため，評価を点数化（。： 3点， 02点，

してグラフで表した（図4, 5）。

ム：1点）

3 

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
総
力

4つの能力の合計点数 (72点満点）
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i人間関係形成・i自己理解・ ｜課題対応能力iキャリアプラン
i社会形成能力｜自己管理能力i ｜二ング能力

4つの能力の観点別点数(18点溝点）図5
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v.考察

授業の結果をもとに，基礎的・汎用的能力の面から

食品加工の授業を考察する。

まず「人間関係形成・社会形成能力Jについては，

集団活動への「関心・意欲・態度」の高まりが見られ

た。就労の継続において重要とされる力であるので，

「関心・意欲・態度Jの高まりを活かし， 「思考・判

断・表現J，「技能j，「知識・理解」の面の力を今後

さらに伸ばしていく必要がある。今後，他者との関わ

りの場面を増やす等，集団活動の工夫をしていきたい。

「自己理解・自己管理能力Jについては「達成したJ

と評価できる項目が多く，効果が認められる。毎回の

評価表（図2）に「仲間の良かったところ・直してほ

しいところJを記入し意見交流することで，自分自身



の行動を見直し改善することにつながったと考える。

授業において，他の生徒の良いところを見つけてほめ，

真似をしようとする様子も多く見られた。特に，片付

け等の仕事を率先して行う生徒Cの姿は，他の生徒の

主体的行動を喚起させ，集団を高める効果があった。

また，生徒Fの事例からは，授業を楽しみにするとい

う気持が「自己理解・自己管理能力Jを高めることに

つながることが窺える。

「課題対応能力」については， 「関心・意欲・態度J

の高まりが見られた。 「思考・判断・表現J，「技能j

「知識・理解」の面についても，学習の繰り返しによ

って力をつけてし、く必要があると考える。

「キャリアプランニング、能力Jについては生徒によ

って評価のばらつきが見られた。生徒実態が幅広いた

め，支援の工夫についてさらに検討していくこと，加

えて，生徒が判断する機会や振り返りの機会を多く設

定し，そこから生徒自身が学べるような活動の工夫や

意図的な働きかけが必要であると考えられる。

VI.まとめ

今回の授業実践を通して，集団が個を高め，個が集

団を高めるといった生徒の姿から，自己肯定感の高ま

りをうかがうことができた。基礎的・汎用的能力から

授業実践を考察したが，他の単元との関連や生徒の発

達段階，後期中等教育段階へのスムーズな移行等を考

慮しながら，指導の重点をどこに置くかを明確にする

ことで，より効果的な指導が可能になり，生徒にも何

のための学習かがわかりやすくなると考えられるので，

今後の検討課題としたい。

2014年 1月，日本でもようやく障害者権利条約が批

准され，それに先立ち 2013年には改正障害者雇用促

進法と障害者差別解消法が成立し，障害者の一般民間

企業における法定雇用率も 1.8%から 2.0%に引き上

げられた。法整備が進む中，今後障害者の雇用が促進

され，ノーマライゼーション社会に近づくことを期待

する。このような時代の流れに応じて学校教育の役割

もさらに増し，質的向上が求められると考えられる。

今後の社会情勢を見据えながら，個々の生徒の将来の

夢や希望に基づいたキャリア発達を把握し支えること

のできるような教科「キャリアマネジメント」を展開

できるよう，さらに研究を進めていきたい。
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